
が
ん
ば
っ
ぺ
茨
城

茨
城
県
特
集

復旧・復興に全力
　
３
月

日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
茨
城
県
内

各
所
に
も
大
き
な
爪
跡
を
残

し
た
。
茨
城
県
内
の
死
者
・

行
方
不
明
者
は

人
で
、
住

宅
の
全
壊
・
半
壊
は
１
万
棟

以
上
。
港
湾
・
道
路
な
ど
の

県
内
公
共
施
設
の
被
害
は
、

１
５
８
７
カ
所
で
１
３
３
２

億
円
に
の
ぼ
る
。
産
業
界
で

も
工
場
の
損
壊
や
、
機
械
設

備
の
横
滑
り
の
ほ
か
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
に
よ

り
、
生
産
活
動
に
影
響
を
与

え
た
。
震
災
に
よ
る
被
害
状

況
か
ら
、
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
茨
城
の
姿
を
紹
介
す

る
。

　
◇
　

　
産
業
界
で
は
、
港
湾
設
備

や
臨
海
部
の
工
場
群
が
、
揺

れ
や
津
波
な
ど
に
よ
る
影
響

を
受
け
た
。
工
場
に
は
シ
ー

ト
が
か
け
ら
れ
て
、
修
繕
し

て
い
る
様
子
が
現
在
も
う
か

が
え
る
。
震
災
直
後
は
電
気

・
ガ
ス
・
水
道
の
生
活
イ
ン

フ
ラ
が
一
斉
に
止
ま
っ
た
た

め
に
身
動
き
の
取
れ
な
い
状

況
だ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン

フ
ラ
復
旧
に
加
え
、
社
員
・

取
引
先
な
ど
関
係
者
が
一
丸

と
な
っ
て
工
場
復
旧
に
取
り

組
ん
だ
た
め
、
１
週
間
程
度

で
生
産
再
開
で
き
る
と
こ
ろ

も
多
か
っ
た
。
大
手
の
損
傷

の
激
し
い
工
場
で
も
、
１
カ

月
程
度
で
一
部
生
産
を
再
開

し
て
い
る
。

　
今
回
の
震
災
を
受
け
て
、

茨
城
大
学
は
、
教
授
・
学
生

１
２
０
人
以
上
に
よ
る
調
査

団
を
結
成
し
、
県
内
の
被
害

状
況
を
調
査
し
た
。
埋
め
立

て
地
だ
っ
た
地
域
の
経
歴

や
、
津
波
の
進
入
に
防
波
堤

や
建
物
の
配
置
が
ど
の
よ
う

に
影
響
し
た
の
か
を
ま
と
め

た
。
ま
た
、
茨
城
大
学
の
ほ

か
、
東
京
大
学
や
東
北
大
学

な
ど
が
連
携
し
、
原
発
事
故

に
よ
る
大
気
や
土
壌
の
影
響

を
調
査
し
て
い
る
。
復
旧
・

復
興
を
早
期
に
実
現
し
、
こ

の
経
験
を
教
訓
と
し
て
後
世

に
残
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
る
。

東日本大震災県内にも爪痕

　　 ２０１１年 平成２３年 ６月８日 水曜日 【広告特集】 （ ）

大洗港区にはたくさんの瓦 が積み上げられた

震災直後は 食品を求めてスーパーに
長蛇の列ができた

日立製作所日立事業所で製造した
ガスタービン。４月３日 震災後
初めての海上出荷となった

東海村にあるＪーＰＡＲＣは 震災の影響で 機器にズレが生じた
被害額は 億円以上とされる

常陸那珂港区に整然と並ぶ建設機械。
復旧し、出荷を待つ（４月 日）

鹿島港北公共埠頭近くの
線路が津波で崩壊した

津波に襲われた常陸那珂港区では中古車が炎上した震災直後のＪＲ水戸駅 看板が落ちた

震災直後から中小企業では 社員 関係者一丸となって早期復旧に取り組んだ 筑西市 協立製作所


